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「どうせ、棚田米も普通のお米も変わらないんだろ。」
　昨年六月、僕は友達を連れて初めて｢棚田｣に行った。兄が中学生の頃からお米の研究をしており、今回は小学生を対象に田植え体験をするということで、暑かったが、しぶしぶ行った。田植え自体初めてだったが、いつも食べてるお米がこんなただの草からできていることを知り、少しだけおもしろかった。十月になり、収穫の時期がやってきた。僕は、てっきり収穫したらすぐにお米を食べられるのだと思い、おかずは何があるのかな？とのんきに考えながらいたら、すぐには食べられないことを知った。二週間も天日干しをするらしい。そんなことしても何も変わらないでしょと心の中でずっと思っていた。さあ待ちに待ったお米が食べられる日が来た。自分で作ったお米だし、少しのわくわくとめんどうの気持ちで行った。いざ、棚田米を前にした。なぜか棚田米が光り輝いて見えた。口に入れた瞬間、「うまっ。」思わず声が出た。いつもからあげとかと一緒に食べるイメージだったが、こんなに美味しいとはびっくりだ。ここで疑問が生まれた。「どうしてこんなに美味しいのだろう。」これがこの作文を選んだきっかけだ。
　まずそもそも、「棚田」とは、山の斜面にある段々の田んぼのことだ。すごくきれいな場所だった。そして一番気になっていたのが棚田米がなぜ美味しいのかである。まずお米が美味しい理由として、デンプンという、甘くする成分が入っていることが大切である。棚田米は、このデンプン、詳しくはアミロペクチンとアミロースの入っている量が多いのである。その理由は、昼と夜の寒暖差にある。昼は山の斜面にあるため、平地と比べてより多くの日光を浴びることができ、デンプンをたくさんためることができ、夜は平地よりも気温が低いため、デンプンをあまり使わずに夜をこすことができる。よっておいしい甘いお米ができるのだ。さらに棚田には、不純物の混ざっていない、きれいな水を使ってお米を育てている。それにより、さらにおいしいお米が作れるのだ。
　ここまで兄の研究をきっかけにお米について調べ、書いてきたが、僕は先日、広島の原爆のニュースを見た。戦争中は、一日にほんの少しのとうもろこししか食べられてないなど、今の自分たちの生活では考えられないような生活をしていた。とてもびっくりしたし、今の生活に感謝しなければいけないと感じた。僕は野球をしているため、練習と同じくらい食べることが大切だ。だから日々食べられていることに感謝して生活していきたいと思う。
「うわっ。棚田米ってうまい！」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

